
【属性別】 まとめ

仕事探しをする「きっかけ」「仕事選びで重視すること」「実際に応募する場合決め⼿になること」は？

アンケート調査

■今回の調査のポイント

沖縄在住者の⽅に、仕事探しをする「きっかけ」や「仕事探しで利⽤した情報媒体」、「仕事選びで重視すること」、「実際に応募する場

合決め⼿になること」についてアンケートを実施。社員、主婦(夫)、フリーター、学⽣など回答者の属性別で、動向に違いがあるか調

査しました。

■属性別

正社員・契約社員、無職、主婦(夫)、フリーター、⼤学⽣・専⾨学校⽣、⾼校⽣

■調査概要

 調 査 ⽇ 2018年11⽉1⽇〜11⽉8⽇

 調 査 対 象 ⾼校⽣から60歳未満の沖縄在住者で、働いた経験(アルバイト含む)がある、

       または今後働く意向(アルバイト含む)がある⽅

 調 査 ⽅ 法 インターネット調査

 有効回答数 510件

■回答者属性

性別 年齢別

男性
33.9%

⼥性
66.1%

15歳〜19歳
6.1%

20歳〜29歳
29.2%

50歳〜59歳
11.6%

30歳〜39歳
33.7%

40歳〜49歳
19.4%
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○まず全体の傾向をみていくと、仕事探しをするきっかけの上位は「⽣活費を補いたい」、「貯⾦を増やしたい」、「趣味に使うお⾦が
欲しい」が挙げられました。家計の収⼊を増やしたいという理由から、仕事探しを始める⼈が多いことが分かります。 

○仕事を探すときに利⽤する情報媒体は、1位「求⼈サイト(インターネット)」、2位「ハローワーク」、3位「求⼈誌(冊⼦)」となりまし
た。スマートフォンが普及し、いつでもどこでも気軽に探せたり、条件で検索しやすかったり利便性の良さから、6割がインター
ネットの求⼈サイトを利⽤すると答えました。

○仕事選びで重視することで上位に挙げられたのは、「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「給与が⾼い」、「企業・店舗の雰囲気が⾃分
とあっている」、「仕事のストレスが少なそう」、「希望する⽇数で働ける」でした。
では実際に応募する場合に決め⼿になることを聞いてみると、上位は「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「給与が⾼い」、「希望す
る⽇数で働ける」、「仕事のストレスが少なそう」、「⾃宅や学校から近い」が挙げられました。
重視条件と実際の応募の決め⼿条件が同じになると思われましたが、応募の決め⼿条件では「希望する⽇数で働ける」は3位に、

「⾃宅や学校から近い」は5位に、「やりがいを感じる」は6位に上がり、逆に「企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている」は8位に下が
りました。
仕事選びの重視条件は理想的、実際の応募の決め⼿条件は、働くうえでより現実的な条件だといえるようです。

「全体」の仕事探しの動向

1位 6位
2位 7位
3位 8位
4位 9位
5位 10位

1位 6位
2位 7位
3位 8位
4位 9位
5位 10位

希望する⽇数で働ける(週○⽇、曜⽇など) 企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている

仕事選びで重視することは？
仕事内容が⾃分にあっていそう
給与が⾼い

上記の仕事選びで重視した選択条件の中で、「実際に応募する」場合に決め⼿になることは？【最⼤5つまで】
仕事内容が⾃分にあっていそう やりがいを感じる
給与が⾼い 給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか)

企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている
仕事のストレスが少なそう
希望する⽇数で働ける(週○⽇、曜⽇など)

未経験でも働ける
給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか)
⾃宅や学校から近い
やりがいを感じる
好きな時間で働ける(⼀⽅的にシフトを決められることがなさそう)

仕事のストレスが少なそう 未経験でも働ける
⾃宅や学校から近い 好きな時間で働ける(⼀⽅的にシフトを決められることがなさそう)
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趣味に使うお⾦が欲しい

もっと良い条件の仕事に就きたい

⾃分⾃⾝のステップアップになると思う

時間を有効に使いたい

視野を広げたい

いろんな仕事をしてみたい

⼈間関係を変えたい

前職で仕事内容に不満があった

社会との接点がほしい

その他

56.9%

44.7%

34.1%

28.8%

26.1%

23.5%

22.9%

20.8%

19.4%

10.4%

10%

2.7%

0 10 20 30 40 50 60 70 80

求⼈サイト（インターネット）

ハローワーク

求⼈誌（冊⼦）
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検索サイト（Yahoo!、Google、Indeed）
などでのキーワード検索

企業・店舗の採⽤ホームページ
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ネット広告（Yahoo!などのバナー広告）

その他
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仕事探しをするきっかけは？(複数回答) 仕事を探すときに利⽤する(した)情報媒体は？(複数回答)
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○就業中の正社員・契約社員の傾向をみていくと、仕事探しをするきっかけの上位は「⽣活費を補いたい」、「もっと良い条件の仕事
に就きたい」、「貯⾦を増やしたい」が挙げられました。家計の収⼊を増やすためとの回答が多く、就業中であることから今よりも
もっと良い条件の仕事に就きたいとのさらに積極的な傾向がうかがえます。

○仕事を探すときに利⽤する情報媒体は、1位「ハローワーク」、2位「求⼈サイト(インターネット)」、3位「求⼈誌(冊⼦)」となりまし
た。現在、就業中の正社員・契約社員が、以前に退職→失業保険の⼿続き→求職活動→再就職の経緯で「ハローワーク」を活⽤した
ケースが多かったことがうかがえます。

○仕事選びで重視することで上位に挙げられたのは、「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「給与が⾼い」、「企業・店舗の雰囲気が⾃分
とあっている」、「仕事のストレスが少なそう」、「給与以外の条件⾯が良さそう」でした。
実際に応募する場合に決め⼿になる上位条件は「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「給与が⾼い」、「仕事のストレスが少なそう」、

「給与以外の条件⾯が良さそう」、「やりがいを感じる」が挙げられました。
重視条件と実際の応募の決め⼿条件の違いでは、「仕事のストレスが少なそう」は3位に、「給与以外の条件⾯が良さそう」は4位
に、「やりがいを感じる」は5位に、「希望する⽇数で働ける」は8位に上がり、逆に「企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている」は6位
に下がりました。
就業中の正社員・契約社員では、やはり今より良い条件の仕事が求められており、⾼収⼊、⾼⼿当に加えて、ストレスが少なく、
サービス残業がないなど職場環境もシビアにチェックする傾向がうかがえます。

「正社員・契約社員」の仕事探しの動向
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65.3%

57.1%

36.7%

26.1%
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13.9%

13.1%
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仕事探しをするきっかけは？(複数回答) 仕事を探すときに利⽤する(した)情報媒体は？(複数回答)

1位 6位
2位 7位
3位 7位
4位 9位
5位 9位

1位 6位
2位 7位
3位 8位
4位 9位
5位 10位

仕事選びで重視することは？

仕事のストレスが少なそう 希望する⽇数で働ける（週○⽇、曜⽇など）
給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか) サービス残業がなさそう

上記の仕事選びで重視した選択条件の中で、「実際に応募する」場合に決め⼿になることは？【最⼤5つまで】

仕事内容が⾃分にあっていそう やりがいを感じる
給与が⾼い 未経験でも働ける
企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている スキルアップできそう

給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか) スキルアップできそう
やりがいを感じる サービス残業がなさそう

仕事内容が⾃分にあっていそう 企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている
給与が⾼い 未経験でも働ける
仕事のストレスが少なそう 希望する⽇数で働ける（週○⽇、曜⽇など）
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○無職の傾向をみていくと、仕事探しをするきっかけは「貯⾦を増やしたい」、「⽣活費を補いたい」が上位を占め、家計の収⼊を増や
したいという理由から、仕事探しを始める⼈が多いことが分かります。 

○仕事を探すときに利⽤する情報媒体は、1位「ハローワーク」、2位「求⼈サイト(インターネット)」、3位「求⼈誌(冊⼦)」となりまし
た。無職でも、正社員・契約社員と同じ順位になっており、以前に退職→失業保険の⼿続き→求職活動の経緯で「ハローワーク」を
活⽤したケースが多かったことがうかがえます。

○仕事選びで重視することで上位に挙げられたのは、「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「希望する⽇数で働ける」、「⾃宅や学校か
ら近い」、「好きな時間で働ける」、「希望する期間で働ける」、「応募条件が厳しくなさそう」、「仕事のストレスが少なそう」、「企業・
店舗の雰囲気が⾃分とあっている」でした。
さらに、実際に応募する場合に決め⼿になる上位条件は「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「仕事のストレスが少なそう」、「希望
する⽇数で働ける」、「⾃宅や学校から近い」、「企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている」が挙げられました。
重視条件と実際の応募の決め⼿条件の違いでは、「仕事のストレスが少なそう」は2位に、「やりがいを感じる」は6位に、「未経験で
も働ける」は8位に、「嫌なスタッフがいなさそう」は10位に上がり、逆に「⾃宅や学校から近い」は4位に、「好きな時間で働ける」は
6位に下がりました。
無職では、「給与が⾼い」がトップ10内に⼊っておらず、⾼い収⼊よりも、仕事のストレスが少ない、嫌なスタッフがいないなど仕
事の負担が少ない、居⼼地がいい環境がより重視されています。また、働く時間や⽇数など⾃分のライフスタイルに合わせた働き
⽅を希望する傾向がうかがえます。

「無職」の仕事探しの動向
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貯⾦を増やしたい

⽣活費を補いたい

⾃分⾃⾝のステップアップになると思う

前職で仕事内容に不満があった

趣味に使うお⾦が欲しい

時間を有効に使いたい

いろんな仕事をしてみたい

視野を広げたい

もっと良い条件の仕事に就きたい

社会との接点がほしい

⼈間関係を変えたい

その他
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54.5%

21.2%

21.2%
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15.2%

12.1%

12.1%

12.1%

12.1%

3.0%

3.0%
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求⼈サイト（インターネット）

求⼈誌（冊⼦）

⼝コミ・⼈からの紹介

新聞広告

検索サイト（Yahoo!、Google、Indeed）
などでのキーワード検索

SNS（Facebook、Twitter、LINEなど）

企業・店舗の採⽤ホームページ

ネット広告（Yahoo!などのバナー広告）

その他

66.7%

63.6%

36.4%

15.2%

6.1%

6.1%

6.1%

3.0%

0.0%

3.0%

仕事探しをするきっかけは？(複数回答) 仕事を探すときに利⽤する(した)情報媒体は？(複数回答)

1位 5位
2位 5位
3位 5位
4位 9位
5位 10位

1位 6位
2位 6位
2位 8位
4位 8位
5位 10位

希望する⽇数で働ける（週○⽇、曜⽇など） 仕事のストレスが少なそう
⾃宅や学校から近い 企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている
好きな時間で働ける（⼀⽅的にシフトを決められることがなさそう） 未経験でも働ける

仕事選びで重視することは？
仕事内容が⾃分にあっていそう 応募条件が厳しくなさそう

企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている 嫌なスタッフがいなさそう

仕事のストレスが少なそう
好きな時間で働ける（⼀⽅的にシフトを決められることがなさそう）

未経験でも働ける
⾃宅や学校から近い 給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか)

希望する⽇数で働ける（週○⽇、曜⽇など）

希望する期間で働ける（短期、⻑期など） 給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか)

上記の仕事選びで重視した選択条件の中で、「実際に応募する」場合に決め⼿になることは？【最⼤5つまで】
仕事内容が⾃分にあっていそう やりがいを感じる
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○主婦(夫)の場合も、仕事探しをするきっかけは「⽣活費を補いたい」、「貯⾦を増やしたい」、「趣味に使うお⾦が欲しい」が上位を占
め、家計の収⼊を増やしたいという理由から、仕事探しを始める⼈が多いことが分かります。

○仕事を探すときに利⽤する情報媒体は、1位「求⼈サイト(インターネット)」、2位「求⼈誌(冊⼦)」、3位「ハローワーク」となりまし
た。⼿間をかけずに探せるインターネットの求⼈サイトや求⼈誌を利⽤するとの回答が上位を占めました。

○仕事選びで重視することで上位に挙げられたのは、「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「希望する⽇数で働ける」、「⾃宅や学校か
ら近い」、「好きな時間で働ける」、「未経験でも働ける」でした。
実際に応募する場合に決め⼿になる上位5位は仕事選びで重視することと同じで「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「希望する
⽇数で働ける」、「⾃宅や学校から近い」、「好きな時間で働ける」、「未経験でも働ける」が挙げられました。
重視条件と実際の応募の決め⼿条件の違いでは、「給与が⾼い」は6位に、「やりがいを感じる」は8位に上がり、逆に「希望する期間
で働ける」は10位に下がりました。
主婦(夫)でも、無職のように働く時間や⽇数など⾃分のライフスタイルに合わせた働き⽅を希望する傾向がうかがえます。
また、未経験でも働けたり仕事のストレスが少ないなど、⽣活と仕事が両⽴しやすい、⽣活に負担のない働き⽅が選ばれているよ
うです。

「主婦 (夫 )」の仕事探しの動向
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視野を広げたい

⾃分⾃⾝のステップアップになると思う

社会との接点がほしい

いろんな仕事をしてみたい

もっと良い条件の仕事に就きたい

⼈間関係を変えたい

前職で仕事内容に不満があった
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⼝コミ・⼈からの紹介

検索サイト（Yahoo!、Google、Indeed）
などでのキーワード検索

企業・店舗の採⽤ホームページ

新聞広告

SNS（Facebook、Twitter、LINEなど）

ネット広告（Yahoo!などのバナー広告）

その他

63.7%

44.4%

42.7%

25.8%

13.7%

8.1%

7.3%

5.6%

1.6%

2.4%

仕事探しをするきっかけは？(複数回答) 仕事を探すときに利⽤する(した)情報媒体は？(複数回答)

1位 6位
2位 7位
3位 8位
4位 9位
5位 10位

1位 6位
2位 7位
3位 8位
4位 8位
5位 10位

⾃宅や学校から近い 希望する期間で働ける（短期、⻑期など）
好きな時間で働ける（⼀⽅的にシフトを決められることがなさそう） 給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか)
未経験でも働ける やりがいを感じる

仕事内容が⾃分にあっていそう 企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている
希望する⽇数で働ける（週○⽇、曜⽇など） 仕事のストレスが少なそう

⾃宅や学校から近い やりがいを感じる
好きな時間で働ける（⼀⽅的にシフトを決められることがなさそう） 給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか)
未経験でも働ける 希望する期間で働ける（短期、⻑期など）

仕事内容が⾃分にあっていそう 給与が⾼い
希望する⽇数で働ける（週○⽇、曜⽇など） 仕事のストレスが少なそう

仕事選びで重視することは？

上記の仕事選びで重視した選択条件の中で、「実際に応募する」場合に決め⼿になることは？【最⼤5つまで】
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○就業中のフリーターの傾向をみていくと、仕事探しをするきっかけの上位は「⽣活費を補いたい」、「貯⾦を増やしたい」、「もっと
良い条件の仕事に就きたい」が挙げられました。家計の収⼊を増やすためとの回答が多く、就業中であることから今よりももっと
良い条件の仕事に就きたいとの、正社員・契約社員と同様に積極的な傾向がうかがえます。

○仕事を探すときに利⽤する情報媒体は、1位「求⼈サイト(インターネット)」、2位「ハローワーク」、3位「求⼈誌(冊⼦)」となりまし
た。スマートフォンが普及し、いつでもどこでも気軽に探せたり、条件で検索しやすかったり利便性の良さから、7割がインター
ネットの求⼈サイトを利⽤すると答えました。

○仕事選びで重視することで上位に挙げられたのは、「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「企業・店舗の雰囲気が⾃分とあってい
る」、「仕事のストレスが少なそう」、「給与が⾼い」、「未経験でも働ける」、「給与以外の条件⾯が良さそう」でした。
実際に応募する場合に決め⼿になる上位条件は「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている」、
「給与が⾼い」、「やりがいを感じる」、「⾃宅や学校から近い」、「希望する⽇数で働ける」が挙げられました。
重視条件と実際の応募の決め⼿条件の違いでは、「やりがいを感じる」は4位に、「⾃宅や学校から近い」と「希望する⽇数で働け
る」は5位に、「嫌なスタッフがいなさそう」と「好きな時間で働ける」は9位に上がり、逆に「仕事のストレスが少なそう」と「未経験
でも働ける」は7位に、「給与以外の条件⾯が良さそう」は9位に下がりました。
就業中のフリーターでは、仕事の内容、やりがいを感じられるかなど仕事に共感できるかを重視する傾向がみられます。その上で
今より良い仕事の条件が求められており、⾼収⼊、⾼⼿当に加えて、企業・店舗が⾃分に合っているか、ストレスがなく、嫌なス
タッフがいないかなど職場環境もシビアにチェックしています。

「フリーター」の仕事探しの動向

0 10 20 30 40 50 60

⽣活費を補いたい

貯⾦を増やしたい

もっと良い条件の仕事に就きたい

趣味に使うお⾦が欲しい

時間を有効に使いたい

⼈間関係を変えたい

いろんな仕事をしてみたい

⾃分⾃⾝のステップアップになると思う

視野を広げたい

前職で仕事内容に不満があった

社会との接点がほしい

その他

58.1%

58.1%

48.4%

41.9%

32.3%

29.0%

25.8%

19.4%

19.4%

12.9%

3.2%

0.0%

0 10 20 30 40 50 60 70 80

求⼈サイト（インターネット）

ハローワーク

求⼈誌（冊⼦）

検索サイト（Yahoo!、Google、Indeed）
などでのキーワード検索

⼝コミ・⼈からの紹介

新聞広告

企業・店舗の採⽤ホームページ

ネット広告（Yahoo!などのバナー広告）

SNS（Facebook、Twitter、LINEなど）

その他

71.0%

48.4%

48.4%

19.4%

19.4%

9.7%

9.7%

3.2%

0.0%

3.2%

仕事探しをするきっかけは？(複数回答) 仕事を探すときに利⽤する(した)情報媒体は？(複数回答)

1位 7位
2位 7位
3位 7位
3位 10位
5位 10位
5位

1位 7位
2位 7位
3位 9位
4位 9位
5位 9位
5位

給与が⾼い 嫌なスタッフがいなさそう
未経験でも働ける 応募条件が厳しくなさそう

上記の仕事選びで重視した選択条件の中で、「実際に応募する」場合に決め⼿になることは？【最⼤5つまで】

給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか)

仕事内容が⾃分にあっていそう やりがいを感じる
企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている ⾃宅や学校から近い
仕事のストレスが少なそう 希望する⽇数で働ける（週○⽇、曜⽇など）

やりがいを感じる 嫌なスタッフがいなさそう
⾃宅や学校から近い 好きな時間で働ける（⼀⽅的にシフトを決められることがなさそう）

希望する⽇数で働ける（週○⽇、曜⽇など）

仕事内容が⾃分にあっていそう 仕事のストレスが少なそう
企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている 未経験でも働ける
給与が⾼い 給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか)

仕事選びで重視することは？
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○⼤学⽣・専⾨学校⽣の場合も、仕事探しをするきっかけは「⽣活費を補いたい」、「貯⾦を増やしたい」、「趣味に使うお⾦が欲しい」
が上位を占め、⾃由に使えるお⾦を増やしたいという理由から、仕事探しを始める⼈が多いことが分かります。

○仕事を探すときに利⽤する情報媒体は、1位「求⼈サイト(インターネット)」、2位「⼝コミ・⼈からの紹介」、3位「求⼈誌(冊⼦)」と
なりました。⼿間をかけずに探せるインターネットの求⼈サイトの利⽤が6割を占めました。また⼀⽅で、⼝コミ・⼈からの紹介
も上位に挙げられ、知⼈・友⼈にアルバイト経験者が増え、気軽で信頼できる情報として利⽤する傾向がうかがえます。

○⼤学⽣・専⾨学校⽣が、仕事選びの重視条件で上位に挙げたのは、「給与が⾼い」、「企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている」、「仕事
内容が⾃分にあっていそう」、「希望する⽇数で働ける」、「仕事のストレスが少なそう」、「⾃宅や学校から近い」、「好きな時間で働
ける」でした。
実際に応募する場合に決め⼿になる上位条件は「給与が⾼い」、「⾃宅や学校から近い」、「嫌なスタッフがいなさそう」、「やりがい
を感じる」、「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「給与以外の条件⾯が良さそう」、「好きな時間で働ける」が挙げられました。
重視条件と実際の応募の決め⼿条件の違いでは、「⾃宅や学校から近い」は2位に、「嫌なスタッフがいなさそう」と「やりがいを感
じる」は3位に、「給与以外の条件⾯が良さそう」は5位に上がり、逆に「仕事内容が⾃分にあっていそう」は5位に、「企業・店舗の雰
囲気が⾃分とあっている」と「仕事のストレスが少なそう」は8位に、「未経験でも働ける」と「希望する⽇数で働ける」は10位に下
がりました。
⼤学⽣・専⾨学校⽣は、まず給与が⾼く⼿当が充実しているか、⾃宅・学校から通勤がしやすいかを重視しています。また嫌なス
タッフがいないか、仕事のストレスが少ないかなど、就業経験が少ない不安から仕事内容や職場環境を重視する傾向がうかがえ
ます。

「⼤学⽣・専⾨学校⽣」の仕事探しの動向

0 10 20 30 40 50 60 70 80

⽣活費を補いたい

貯⾦を増やしたい

趣味に使うお⾦が欲しい

⾃分⾃⾝のステップアップになると思う

視野を広げたい

⼈間関係を変えたい

いろんな仕事をしてみたい

もっと良い条件の仕事に就きたい

時間を有効に使いたい

社会との接点がほしい

前職で仕事内容に不満があった

その他

60.6%

54.5%

51.5%

27.3%

21.2%

18.2%

18.2%

18.2%

12.1%

6.1%

3.0%

6.1%

0 10 20 30 40 50 60 70 80

求⼈サイト（インターネット）

⼝コミ・⼈からの紹介

求⼈誌（冊⼦）

検索サイト（Yahoo!、Google、Indeed）
などでのキーワード検索

企業・店舗の採⽤ホームページ

SNS（Facebook、Twitter、LINEなど）

ハローワーク

新聞広告

ネット広告（Yahoo!などのバナー広告）

その他

63.6%

36.4%

33.3%

30.3%

24.2%

21.2%

18.2%

3.0%

3.0%

3.0%

仕事探しをするきっかけは？(複数回答) 仕事を探すときに利⽤する(した)情報媒体は？(複数回答)
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1位 5位
2位 8位
3位 9位
3位 9位
5位 9位
5位

1位 5位
2位 8位
3位 8位
3位 10位
5位 10位
5位

企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている 未経験でも働ける
仕事内容が⾃分にあっていそう 嫌なスタッフがいなさそう
希望する⽇数で働ける（週○⽇、曜⽇など） やりがいを感じる

仕事選びで重視することは？
給与が⾼い 好きな時間で働ける（⼀⽅的にシフトを決められることがなさそう）

企業・店舗の雰囲気が⾃分とあっている
嫌なスタッフがいなさそう 仕事のストレスが少なそう
やりがいを感じる 未経験でも働ける

仕事のストレスが少なそう 給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか)

上記の仕事選びで重視した選択条件の中で、「実際に応募する」場合に決め⼿になることは？【最⼤5つまで】
給与が⾼い 好きな時間で働ける（⼀⽅的にシフトを決められることがなさそう）

⾃宅や学校から近い

仕事内容が⾃分にあっていそう 希望する⽇数で働ける(週○⽇、曜⽇など)
給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか)

⾃宅や学校から近い



○⾼校⽣の場合も、仕事探しをするきっかけは「貯⾦を増やしたい」、「趣味に使うお⾦が欲しい」、「⽣活費を補いたい」が上位を占
め、⾃由に使えるお⾦を増やしたいという理由から、仕事探しを始める⼈が多いことが分かります。

○仕事を探すときに利⽤する情報媒体は、1位「求⼈サイト(インターネット)」、2位「検索サイト(Yahoo!、Google、Indeed)などで
のキーワード検索」、3位同率で「SNS(Facebook、Twitter、LINEなど)」「⼝コミ・⼈からの紹介」となりました。⾼校⽣では、上位に
インターネットやSNSを利⽤した仕事探しが挙げられ、スマートフォンを上⼿に活⽤していることが窺えます。

○⾼校⽣が、仕事選びの重視条件で上位に挙げたのは、「給与が⾼い」、「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「仕事のストレスが少なそ
う」、「⾃宅や学校から近い」、「給与以外の条件⾯が良さそう」、「希望する⽇数で働ける」でした。
実際に応募する場合に決め⼿になる上位条件は「給与が⾼い」、「仕事内容が⾃分にあっていそう」、「希望する⽇数で働ける」、「好
きな時間で働ける」、「仕事のストレスが少なそう」、「嫌なスタッフがいなさそう」、「未経験でも働ける」が挙げられました。
重視条件と実際の応募の決め⼿条件の違いでは、「希望する⽇数で働ける」と「好きな時間で働ける」は決め⼿条件では3位にアッ
プ、「仕事のストレスが少なそう」と「未経験でも働ける」は5位に、「働いている⼈が楽しそう」は8位に上がり、逆に「嫌なスタッフ
がいなさそう」は5位に、「⾃宅や学校から近い」は9位に、「給与以外の条件⾯が良さそう」は10位に下がりました。
⾼校⽣でも⼤学⽣・専⾨学校⽣と同様に、まず給与が⾼く、⼿当が充実しているかを重視しています。また学業との両⽴から、働く
時間や⽇数、期間が希望通りになるかも重要な条件に挙げられています。また嫌なスタッフがいないか、働いている⼈が楽しそう
かなど、職場環境の良さも求める傾向があります。

「⾼校⽣」の仕事探しの動向

0 10 20 30 40 50 60 70 80

貯⾦を増やしたい

趣味に使うお⾦が欲しい

⽣活費を補いたい

⾃分⾃⾝のステップアップになると思う

いろんな仕事をしてみたい

視野を広げたい

⼈間関係を変えたい

もっと良い条件の仕事に就きたい

社会との接点がほしい

時間を有効に使いたい

前職で仕事内容に不満があった

その他

68.4%

63.2%

52.6%

47.4%

26.3%

26.3%

21.1%

10.5%

10.5%

5.3%

0.0%

0.0%
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求⼈サイト（インターネット）

検索サイト（Yahoo!、Google、Indeed）
などでのキーワード検索

SNS（Facebook、Twitter、LINEなど）

⼝コミ・⼈からの紹介

ハローワーク

求⼈誌（冊⼦）

ネット広告（Yahoo!などのバナー広告）

企業・店舗の採⽤ホームページ

新聞広告

その他

57.9%

52.6%

36.8%

36.8%

26.3%

21.1%

21.1%

15.8%

10.5%

5.3%

仕事探しをするきっかけは？(複数回答) 仕事を探すときに利⽤する(した)情報媒体は？(複数回答)

1位 7位
1位 7位
1位 7位
4位 10位
5位 10位
5位 10位

1位 5位
2位 8位
3位 9位
3位 10位
5位 10位
5位 10位

給与が⾼い

好きな時間で働ける（⼀⽅的にシフトを決められることがなさそう）

⾃宅や学校から近い 応募条件が厳しくなさそう
給与以外の条件⾯が良さそう(交通費などの⼿当とか) 希望する期間で働ける（短期、⻑期など）

仕事内容が⾃分にあっていそう
嫌なスタッフがいなさそう

仕事のストレスが少なそう
未経験でも働ける

嫌なスタッフがいなさそう 髪型・服装が⾃由

希望する⽇数で働ける(週○⽇、曜⽇など) 髪型・服装が⾃由

上記の仕事選びで重視した選択条件の中で、「実際に応募する」場合に決め⼿になることは？【最⼤5つまで】

仕事のストレスが少なそう 希望する期間で働ける（短期、⻑期など）

仕事内容が⾃分にあっていそう 働いている⼈が楽しそう
希望する⽇数で働ける(週○⽇、曜⽇など) ⾃宅や学校から近い
好きな時間で働ける(⼀⽅的にシフトを決められることがなさそう) 給与以外の条件⾯が良さそう（交通費などの⼿当とか）

給与が⾼い 未経験でも働ける

仕事選びで重視することは？
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